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現場で採取 したシャツトネラ海水 と室内で培養 されたシャツトネラ マ リーナ
chatonelamarinaを用いてアサリの曝露実験を行った｡現場のシャツトネラ海水に曝
露 した区 (8,000-3,000cels/ml)については6日目に半数が箆死 したのに対 し,対照区
(海水のみ)では舞死がなく,一方培養されたシャツトネラ マリーナを用いた実験で












































び生殖腺における性ステロイドホルモンの合成 ･分泌に対する低 pH 曝露の影響を､
日本に広 く分布するコイを用いて調べた｡
コイ 1年魚 (体重約 200g､未熟雌雄)を 2群に分け､pH7.0±0.2(20±1℃､流水)
で 2週間馴致した後､一方の飼育水にはpHコントローラーを用いて lN硫酸を滴下
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